
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ

　

群
馬
県
町
村
議
会
議
員

研
修
会
が
、
10
月
28
日
、

吉
岡
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
防
災
シ
ス
テ

ム
研
究
所
長
の
山
村
武
彦

氏
が
「
自
助
・
近
助
・
共

助
で
つ
く
る
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
、

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
次
の
通
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
防
災
は
、
命

を
守
る
こ
と
を
優
先
す
る
。

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
が

教
え
て
く
れ
た
こ
と
。
最

近
の
大
規
模
地
震
に
学
ぶ

実
践
的
防
災
。
自
助
と
共

助
の
間
に
「
近
助
」
で
、

ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
づ

く
り
。

　

ま
た
、
外
交
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
作
家
手
嶋
龍
一
氏

か
ら
「
動
乱
の
21
世
紀
を

読
み
解
く
、
中
国
の
台
頭

と
日
米
同
盟
」
と
題
し
、

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の
行

方
に
つ
い
て
も
、
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
が
、
ト
ラ
ン

プ
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
議
会
活
動
に
生

か
し
ま
す
。

（
議
長
　
岸
　
祐
次
）

定
例
会

委
員
会
審
査

補
正
予
算 

ほ
か

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修

ま
ち
の
散
歩
道 

ほ
か

議
会
広
報
常
任
委
員
会

県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

町
村
議
会

広
報
研
修
会
　
東
京
都

群
馬
県
町
村
議
会

広
報
研
修
会
　前
橋
市

視察・研修
　  　 リポート 長崎県長与町

福岡県川崎町

石川県津幡町
石川県野々市市

長野県飯山市
神奈川県
寒川町

山梨県富士河口湖町

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
広
報
づ
く
り
に
生
か
す

　

10
月
25
日
、
東
京
、
シ

ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー

に
お
い
て
、
町
村
議
会
広

報
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
赤
羽
博
之
氏
に
よ
る

「
わ
か
り
や
す
く
、
伝
わ
る

広
報
誌
」、
豊
田
健
一
氏
に

よ
る
「
読
ま
れ
て
伝
わ
る

議
会
広
報
誌　

ド
ラ
ッ
ガ

ー
に
学
ぶ
『
10
の
キ
ー
ワ

ー
ド
』」、
芳
野
政
明
氏
に

よ
る
「
第
30
回
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
紙
面
ク
リ
ニ
ッ
ク

優
秀
賞
受
賞
紙
か
ら
学
ぶ

企
画
編
集
」
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
伝
わ
る
広
報

誌
づ
く
り
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
素
材
を
も
と
に

講
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
広
報
づ
く
り
に
生

か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
委
員
長
　
坂
田
　
一
広
）

　

11
月
22
日
に
、
市
町
村

会
館
で
、
芳
野
政
明
氏
を

講
師
に
、
議
会
広
報
研
修

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
講
演
で
は
、「
住

民
の
関
心
を
高
め
る
情
報

発
信
、
住
民
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
す
」
と
の
観
点

か
ら
、
広
報
誌
づ
く
り
の

意
義
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

吉
岡
町
の
議
会
広
報
紙
は

「
住
民
参
加
企
画
な
ど
幅
広

く
読
み
応
え
が
あ
り
、
議

事
公
開
性
も
高
い
」
と
の

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、「
見
出
し
や
レ
イ
ア
ウ

ト
に
検
討
を
要
す
る
」
と

の
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
広
報
づ
く
り
の
糧

と
し
ま
す
。

（
委
員
長
　
坂
田
　
一
広
）

駒
寄
第
３
学
童

ク
ラ
ブ
新
設
工
事

請
負
契
約
の
締
結

○
契
約
の
目
的

　

駒
寄
第
３
学
童
ク
ラ  

　

ブ
新
設
工
事

○
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札

○
契
約
金
額

　

５
５
０
８
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
飯
塚
組
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議
会
運
営
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
活
性
化
に
つ
い
て
学
ぶ

男
女
共
同
参
画
の
先
進
地
に
学
ぶ

長
崎
県

神
奈
川
県

福
岡
県

山
梨
県

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

11
月
16
日
に
長
崎
県
長
与

町
、
17
日
に
は
福
岡
県
川

　

11
月
７
日
８
日
の
２
日

間
、
神
奈
川
県
寒
川
町
と
、

山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
・

山
梨
県
立
防
災
安
全
セ
ン

タ
ー
で
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

寒
川
町
で
は
男
女
共
同

参
画
基
本
法
が
制
定
さ
れ

た
翌
年
、「
さ
む
か
わ
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、
そ
の
後
も
町
民
と

と
も
に
関
連
し
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
推
進

さ
れ
、
そ
の
成
果
も
表
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

参
考
に
す
る
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
し
た
。

　

富
士
河
口
湖
町
で
は
、

男
女
共
同
参
画
基
本
法
に

基
づ
き
、
女
性
議
員
の
働

き
に
よ
り
、
男
女
共
同
参

画
推
進
本
部
を
立
ち
上
げ
、

平
成
18
年
度
か
ら
「
第
１

次
ふ
じ
サ
ン
サ
ン
プ
ラ

崎
町
へ
、
議
会
活
性
化
と

議
会
基
本
条
例
制
定
後
の

議
会
運
営
に
つ
い
て
、
視

ン
」、
平
成
28
年
３
月
、「
第

２
次
ふ
じ
サ
ン
サ
ン
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
男
女
共

同
参
画
を
推
進
し
て
い
ま

し
た
。
町
民
へ
の
理
解
を

深
め
よ
う
と
し
て
い
る
様

察
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

長
与
町
議
会
で
は
、
議

会
条
例
制
定
後
、
条
例
を

運
用
す
る
た
め
に
細
か
く

要
綱
な
ど
を
制
定
し
て
い

ま
し
た
。

　

川
崎
町
議
会
で
は
、
平

成
23
年
か
ら
通
年
議
会
を

実
施
し
て
い
て
、
本
会
議

の
開
催
日
数
の
増
加
、
委

員
会
活
動
が
活
性
化
し
、

議
員
の
出
席
日
数
も
年
間

90
日
を
超
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

両
町
と
も
、
真
剣
に
議

会
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
姿
勢
が
よ
く
見
え
、

意
義
あ
る
視
察
と
な
り
ま

し
た
。

（
委
員
長
　
小
池
　
春
雄
）

子
が
、
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

山
梨
県
立
防
災
安
全
セ

ン
タ
ー
で
は
災
害
時
の
体

験
談
を
拝
聴
し
、
大
き
な

収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。

（
委
員
長
　
山
畑
　
祐
男
）

定
例
会

委
員
会
審
査

補
正
予
算 

ほ
か

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修

ま
ち
の
散
歩
道 

ほ
か

視察後、川崎町議会の議場を見学

河口湖町での視察
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

「
地
域
包
括
支
援
」
を
学
ぶ

群
馬
用
水
ト
ン
ネ
ル
視
察

公
共
下
水
道
と
農
集
排
の

統
合
に
向
け
て

石
川
県

長
野
県

　

10
月
19
日
と
20
日
石
川

県
津
幡
町
と
野
々
市
市
で

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

津
幡
町
は
金
沢
市
に
隣
接

し
、
新
旧
住
民
が
在
住
す

る
ま
ち
で
、
地
域
間
で
人

口
や
年
齢
、
住
民
の
支
え

合
う
意
識
に
差
が
あ
り
ま

し
た
。
福
祉
の
拠
点
づ
く

り
は
個
々
の
地
域

ご
と
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
野
々

市
市
も
金
沢
市
と

隣
接
し
面
積
も

13.

6
平
方
㌔
㍍
、

人
口
５
万
１
７
５

２
人
と
元
気
な
ま

ち
で
す
。
若
者
も

多
く
地
域
で
支
え

る
体
制
を
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

確
保
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
講

　

12
月
15
日
「
群
馬
用
水

緊
急
改
築
有
馬
ト
ン
ネ
ル

併
設
水
路
工
事
」
の
現
場

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

群
馬
用
水
施
設
は
、
昭

和
42
年
通
水
開
始
か
ら
40

有
余
年
を
経
過
し
、
老
朽

化
に
よ
り
、
ト
ン
ネ
ル
内

の
ひ
び
割
れ
や
地
下
水
が

多
量
に
浸
水
す
る
な
ど
劣

化
が
進
行
し
、
今
回
、
上

野
田
地
区
か
ら
渋
川
市
有

馬
地
区
ま
で

の
約
２
㌔
㍍

に
直
径
２
㍍

の
併
設
水
路

を
設
置
す
る

も
の
で
す
。

　

現
状
は
、

上
野
田
地
区

の
発
信
基
地

か
ら
３
０
０

㍍
程
ま
で
工

事
が
進
ん
で

い
ま
す
。　

　

完
成
は
、

　

11
月
17
日
、
長
野
県
飯

山
市
の
公
共
下
水
道
と
農

業
集
落
排
水
施
設
の
統
合

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を

視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　

飯
山
市
の
農
業
集
落
排

水
施
設
は
、
劣
化
が
早
く
、

維
持
管
理
費
が
高
額
で
あ

る
た
め
に
、
農
集

処
理
場
を
廃
止
し
、

近
隣
の
下
水
処
理

場
に
接
続
す
る
事

業
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
９
カ
所

の
内
の
２
カ
所
は

済
ん
で
お
り
、
統

合
後
で
は
、
建
設

費
と
維
持
管
理
費

が
３
６
４
万
円
削

減
さ
れ
ま
し
た
。

完
了
は
平
成
33
年

度
予
定
で
す
。

座
を
開
催
し
、
人
口
の

10
％
５
千
人
を
目
標
に
推

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
高

齢
化
社
会
の
中
、
地
域
包

括
支
援
は
地
域
で
高
齢
者

を
支
え
る
も
の
、
今
後
の

参
考
に
し
ま
す
。

（
委
員
長
　
馬
場
　
周
二
）

平
成
30
年
６
月
の
予
定
。

事
業
費
は
、
30
億
円
。

　

水
資
源
機
構
群
馬
用
水

管
理
所
の
笹
所
長
か
ら
、

運
搬
で
地
域
住
民
に
大
変

ご
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
資
源
の
安
定
的
な
確

保
を
図
る
た
め
に
は
、
大

変
大
き
な
事
業
で
す
。

（
議
長
　
岸
　
祐
次
）

　

跡
地
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
防
災
備
蓄
倉
庫
や
防

火
水
槽
、
区
民
交
流
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
と
検
討
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
後
の
参
考
に
し
た
い
。

（
委
員
長
　
岩
﨑
　
信
幸
）

定
例
会

委
員
会
審
査

補
正
予
算 

ほ
か

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修

ま
ち
の
散
歩
道 

ほ
か

元気なまち野々市市に学ぶ

研修後、終末処理場を見学

掘削中の併設水路
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